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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月9日(2013.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　（Ａ）リボフラビンと、　
　　　（Ｂ）補酵素Ｑ、Ｌ－プロリン、グリシン、リジン塩酸塩、Ｌ－ロイシン、Ｌ－ア
ルギニン、ビタミンＥからなる群から選択される少なくとも１種類の化合物と、
を含有し、
　ＵＶ－Ａ線から眼球の内部構造の保護用、又は経上皮架橋術式による円錐角膜の治療用
である
ことを特徴とする点眼薬。
【請求項２】
　　　（Ａ）リボフラビンと、
　　　（Ｂ）ビタミンＥと、
　　　（Ｃ）補酵素Ｑ、Ｌ－プロリン、グリシン、リジン塩酸塩、Ｌ－ロイシン及びＬ－
アルギニンからなる群から選択される少なくとも１種類の化合物と
を含有する、
ことを特徴とする請求項１記載の点眼薬。
【請求項３】
　　　０．０００１％～０．５％の範囲内から選択される濃度のリボフラビン－デキスト
ラン溶液と、
　　　以下の化合物の群から選択される少なくとも１種類の化合物と
　　　　　０．０００１ｍｇ％ｍｌ～２０００ｍｇ％ｍｌの範囲内から選択される濃度の
ビタミンＥ、
　　　　　０．０００１ｍｇ％ｍｌ～２０００ｍｇ％ｍｌの範囲内から選択される濃度の
補酵素Ｑ、
　　　　　０．０００１ｍｇ％ｍｌ～２０００ｍｇ％ｍｌの範囲内から選択される濃度の
Ｌ－プロリン、
　　　　　０．０００１ｍｇ％ｍｌ～２０００ｍｇ％ｍｌの範囲内から選択される濃度の
グリシン、
　　　　　０．０００１ｍｇ％ｍｌ～２０００ｍｇ％ｍｌの範囲内から選択される濃度の
リジン塩酸塩、
　　　　　０．０００１ｍｇ％ｍｌ～２０００ｍｇ％ｍｌの範囲内から選択される濃度の
Ｌ－ロイシン、
　　　　　０．００００１％～０．５％の範囲内から選択される濃度のＬ－アルギニン、
を有する
ことを特徴とする請求項１又は２記載の点眼薬。
【請求項４】
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　　　０．１％の濃度のリボフラビン－デキストラン溶液と、
　　　以下の化合物の群から選択される少なくとも１種類の化合物と
　　　　　５００ｍｇ％ｍｌの濃度のビタミンＥ、
　　　　　１００ｍｇ％ｍｌの濃度の補酵素Ｑ、
　　　　　０．１ｍｇ％ｍｌの濃度のＬ－プロリン、
　　　　　０．１ｍｇ％ｍｌの濃度のグリシン、
　　　　　０．１ｍｇ％ｍｌの濃度のリジン塩酸塩、
　　　　　０．１ｍｇ％ｍｌの濃度のＬ－ロイシン、
　　　　　０．１％の濃度のＬ－アルギニン、
を有する
ことを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の点眼薬。
【請求項５】
　　　リボフラビン－デキストラン０．１％と、ビタミンE　ＴＰＧＳ(D-α-トコフェニ
ル ポリエチレングリコール 1000 スクシネート)５００ｍｇ％ｍｌと、補酵素Ｑ１００ｍ
ｇ％ｍｌと、Ｌ－プロリン０．１ｍｇ％ｍｌと、グリシン０．１ｍｇ％ｍｌと、リジン塩
酸塩０．０５ｍｇ％ｍｌと、Ｌ－ロイシン０．０８ｍｇ％ｍｌとを含有する
ことを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の点眼薬。
【請求項６】
　　　点眼液又は点眼ゲルの剤形若しくは医療用コンタクトレンズに塗布するのに適合し
た剤形である、
ことを特徴とする請求項１～５の何れかに記載の点眼薬。
【請求項７】
　　　補酵素Ｑ、Ｌ－プロリン、グリシン、リジン塩酸塩、Ｌ－ロイシン、Ｌ－アルギニ
ン、ビタミンＥからなる群から選択される化合物を含有し、ＵＶ－Ａ線から眼球の内部構
造を保護するために、又は経上皮架橋術式により円錐角膜を治療するために企図された、
リボフラビンの含有点眼液の調製用としての用途。
【請求項８】
　　　リボフラビンを含有する点眼液により、ＵＶ－Ａ線から眼球の内部構造を保護する
ために、又は経上皮架橋術式により円錐角膜を治療するために、企図された、補酵素Ｑ、
Ｌ－プロリン、グリシン、リジン塩酸塩、Ｌ－ロイシン、Ｌ－アルギニン、ビタミンＥか
らなる群から選択された化合物。
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